
　

４
月
も
終
わ
り

を
迎
え
て
い
る
。

皆
さ
ん
の
職
場
は

働
き
や
す
い
職
場

だ
ろ
う
か
▼
仕
事

を
す
る
上
で
「
ど

の
職
場
も
働
き
や

す
い
環
境
で
あ
る

こ
と
が
理
想
だ
が
、

皆
さ
ん
の
職
場
環
境
は
ど
う
だ

ろ
う
か
？
私
が
考
え
る
働
き
や

す
い
職
場
は
、
①
ワ
ー
ク
ラ
イ

フ
バ
ラ
ン
ス
が
し
っ
か
り
と
れ

る
、
②
良
好
な
職
場
の
人
間
関

係
、
③
サ
ー
ビ
ス
残
業
な
し
、

で
あ
る
▼
し
か
し
、
公
務
職
場

の
実
態
は
近
年
、
若
年
層
の
早

期
退
職
や
メ
ン
タ
ル
不
調
に
よ

る
病
気
休
暇
等
が
増
加
傾
向
で

あ
る
こ
と
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か

▼
職
場
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
上
手
く
図
れ
ず
、
仕
事

で
ミ
ス
マ
ッ
チ
や
悩
み
を
相
談

で
き
る
人
が
お
ら
ず
、
メ
ン
タ

ル
で
病
む
、
サ
ー
ビ
ス
残
業
や

休
日
出
勤
な
ど
の
長
時
間
労
働

を
強
い
ら
れ
る
な
ど
が
例
と
し

て
挙
げ
ら
れ
る
▼
要
因
は
様
々

で
あ
る
が
、
「
労
働
組
合
」
が

そ
の
課
題
解
決
に
向
け
て
職
場

の
実
態
調
査
や
意
見
交
換
会
等

を
実
施
し
課
題
解
決
に
向
け
て

取
組
み
、
働
き
や
す
い
職
場
環

境
の
実
現
に
向
け
て
活
動
を
し

て
い
る
。
そ
の
た
め
組
合
員
一

人
ひ
と
り
の
「
声
」
に
耳
を
傾

け
て
現
場
の
「
声
」
を
聴
い
て

い
る
▼
働
き
や
す
い
職
場
環
境

の
改
善
に
向
け
て
各
職
場
か
ら

も
引
き
続
き
「
声
」
を
挙
げ
て

い
た
だ
き
た
い
。

　

▲盛岡支部の歓迎昼食会のようす

▲県庁支部の歓迎昼食会のようす
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新
年
度
を
迎
え
、
各
所
属
に
新
採
用
職
員
が
着
任
し
、
１
か
月
が
経
つ
。
新
採
用
加
入

促
進
の
取
り
組
み
と
し
て
、
各
支
部
で
の
先
輩
組
合
員
か
ら
の
声
掛
け
、
組
合
の
役
割
や

活
動
に
つ
い
て
集
約
し
た
動
画
及
び
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
用
い
た
説
明
、
新
採
用
職
員
研
修

後
の
本
部
主
催
の
組
合
ガ
イ
ダ
ン
ス
等
に
よ
り
、
分
会
・
支
部
・
本
部
一
体
で
新
採
用
職

員
の
加
入
促
進
に
全
力
を
挙
げ
て
い
る
。
４
月
上
旬
に
開
催
し
た
久
慈
、
盛
岡
、
県
庁
、

宮
古
の
４
支
部
の
取
組
例
を
紹
介
す
る
。

　

４
月
２
日
、
久
慈
支
部
で
は

久
慈
合
庁
に
配
属
さ
れ
た
新
採

用
職
員
を
対
象
に
、
新
採
用
歓

迎
昼
食
会
を
開
催
し
た
。
組
合

紹
介
動
画
を
鑑
賞
し
た
後
、
北

崎
支
部
長
か
ら
組
合
に
つ
い
て

の
説
明
が
あ
り
、
続
い
て
先
輩

現
業
評
・
新
体
制
ス
タ
ー
ト

新
議
長
に
菅
原 

薫
さ
ん

県
職
連
合
第　
　

回

県
職
労
第
１
３
２
回
定
期
大
会

◆
日
時   

２
０
２
４
年
６
月
１
日
（
土
）
10
時
〜

◆
場
所   

「
盛
岡
市
勤
労
福
祉
会
館
」
大
ホ
ー
ル

36

組
合
員
か
ら
組
合
の
必
要
性
や

お
得
に
利
用
で
き
る
じ
ち
ろ
う

共
済
の
魅
力
、
東
北
労
働
金
庫

の
ロ
ー
ン
に
つ
い
て
、
ま
た
、

仕
事
で
行
き
詰
ま
っ
た
時
に
相

談
に
の
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
で

き
た
な
ど
の
自
身
の
体
験
談
を

　

県
職
労
現
業
評
議
会
２
０
２

４
年
度
役
員
選
挙
は
３
月
21
日

に
投
票
が
行
わ
れ
立
候
補
者
全

員
が
信
任
さ
れ
た
。
４
月
か
ら

菅
原
新
議
長
を
先
頭
に
新
体
制

で
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

新
役
員
は
次
の
と
お
り
。

議　

長

菅
原　
　

薫
（
畜
産
研
究
所
分
会
）

副
議
長

古
舘　
　

聡
（
管
財
課
分
会
）

上
澤　

賢
輝
（
畜
産
研
究
所
分
会
）

事
務
局
長

小
田　

倫
義
（
管
財
課
分
会
）

事
務
局
次
長

中
軽
米
徳
典
（
畜
産
研
究
所
分
会
）

幹　

事

德
田　
　

将
（
管
財
課
分
会
）

工
藤　

明
彦
（
畜
産
研
究
所
分
会
）

藤
根　

寛
道
（
農
研
セ
ン
タ
ー
分
会
）

坪　
　
　

守
（
県
南
局
土
木
部
分
会
）

石
橋　

勝
男
（
沿
岸
局
岩
泉
土
木

セ
ン
タ
ー
分
会
）

菅原　薫 議長

古舘　聡 副議長

　県職労の組合員必携は、県職労の規約や私たちの権利、各種制度に
ついて記載されているハンドブックです。2024年度版は５月上旬頃
更新の予定となっています。更新されましたら、県職労ホームページ
に掲載いたします。
　※県職労ホームページは、組合員のみが閲覧できます。IDとパスワ
ードが必要となりますので、書記局へお問い合わせください。上澤  賢輝 副議長小田  倫義 事務局長中軽米 徳典 事務局次長

新
採
用
職
員
１
１
４
人
が
着
任

職
場
で
の
声
掛
け
が
「
鍵
」

県
職
労
は
新
し
い
仲
間
を
歓
迎
し
ま
す
‼

組合員必携2024 年度版

交
え
て
組
合
の
良
さ
を
伝
え
た
。

　

４
月
３
日
、
盛
岡
支
部
で
は

盛
岡
合
庁
に
配
属
さ
れ
た
総
務

事
務
セ
ン
タ
ー
、
経
営
企
画
部
、

保
健
福
祉
環
境
部
、
土
木
部
の

新
採
用
職
員
を
対
象
に
、
歓
迎

昼
食
会
を
開
催
し
た
。
遠
藤
盛

岡
支
部
書
記
長
か
ら
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
用
い
て
組
合
の
取
り
組

み
成
果
や
活
動
に
つ
い
て
説
明

を
し
た
後
、
参
加
者
全
員
の
話

す
時
間
を
確
保
す
る
た
め
に
２

テ
ー
ブ
ル
に
分
け
、
テ
ー
ブ
ル

単
位
で
自
己
紹
介
を
し
た
。
若

手
先
輩
組
合
員
か
ら
「
同
期
以

外
の
職
員
と
知
り
合
う
こ
と
も

で
き
、
共
通
の
趣
味
の
人
と
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
遊
ぶ
よ
う
に

な
っ
た
」
な
ど
自
分
の
言
葉
で

組
合
の
メ
リ
ッ
ト
を
伝
え
た
。

最
後
に
佐
藤
嘉
彦
支
部
長
か
ら

採
用
６
か
月
間
は
条
件
付
き
採

用
で
不
安
定
な
身
分
に
置
か
れ

て
い
る
。
こ
の
期
間
に
守
れ
る

の
は
県
職
労
だ
け
で
あ
り
、
早

め
に
加
入
す
る
よ
う
伝
え
た
。

終
始
賑
や
か
な
雰
囲
気
で
昼
食

会
を
閉
じ
、
参
加
者
か
ら
加
入

届
が
提
出
さ
れ
た
。

　

配
属
数
34
人
と
新
採
用
職
員

が
最
も
多
い
県
庁
支
部
で
は
４

月
５
日
、
青
年
婦
人
部
が
主
体

と
な
っ
て
、
環
境
生
活
部
・
保

健
福
祉
部
・
県
土
整
備
部
の
新

採
用
職
員
を
対
象
に
、
北
ホ
テ

ル
で
歓
迎
昼
食
会
を
開
催
し
た
。

県
庁
支
部
岡
本
青
年
婦
人
部
長

か
ら
歓
迎
あ
い
さ
つ
、
組
合
紹

介
動
画
の
放
映
を
し
た
後
、
本

部
須
藤
中
央
執
行
委
員
か
ら
組

合
の
説
明
を
し
た
。
そ
の
後
、

自
己
紹
介
で
先
輩
組
合
員
か
ら

「
組
合
活
動
で
横
の
つ
な
が
り

を
作
れ
て
、
異
動
先
で
知
っ
て

い
る
人
が
い
る
と
い
う
こ
と
は

結
構
な
メ
リ
ッ
ト
」
、
「
職
場

だ
け
だ
と
一
生
会
わ
な
か
っ
た

人
と
も
組
合
で
い
ろ
ん
な
職
場

か
ら
集
ま
っ
て
交
流
で
き
る
と

い
う
こ
と
は
組
合
の
大
き
な
力
、

強
み
・
意
義
で
あ
り
、
組
合
は

大
切
な
組
織
」
な
ど
自
身
が
組

合
に
入
っ
て
い
て
良
か
っ
た
こ

と
な
ど
を
話
し
て
い
た
だ
き
、

参
加
者
か
ら
加
入
届
が
提
出
さ

れ
た
。

　

４
月
９
日
、
宮
古
支
部
で
は

2018年からの継続要求の成果

児童相談所の
宿日直改善

　

福
祉
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
児

童
女
性
部
、
一
関
・
宮
古
児
童

相
談
所
で
、
こ
れ
ま
で
夜
間
及

び
休
日
の
対
応
は
勤
務
時
間
と

し
て
取
り
扱
わ
れ
な
い
「
宿
日

直
勤
務
」
と
さ
れ
て
き
た
。
本

来
「
宿
日
直
勤
務
」
と
は
、
定

時
的
巡
視
、
緊
急
の
文
書
又
は

電
話
の
収
受
、 

非
常
事
態
に
備

え
て
の
待
機
等
を
目
的
と
し
、

常
態
と
し
て
ほ
と
ん
ど
労
働
を

す
る
必
要
の
な
い
勤
務
を
対
象

と
す
る
も
の
だ
が
、
実
態
と
し

て
一
時
保
護
所
入
所
中
の
児
童

指
導
及
び
児
童
虐
待
通
告
等
対

応
業
務
を
深
夜
に
わ
た
り
行
っ

て
お
り
、
宿
日
直
職
員
に
と
っ

て
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
た

た
め
、
県
職
労
社
会
福
祉
評
議

会
で
は
２
０
１
８
年
か
ら
継
続

的
に
改
善
を
求
め
て
き
た
。

　

そ
の
結
果
、「
職
員
の
勤
務

時
間
に
関
す
る
規
程
」
等
が
改

正
さ
れ
た
。
２
０
２
４
年
４
月

１
日
以
降
、
児
童
相
談
所
の
夜

間
・
休
日
対
応
は
本
来
の
勤
務

時
間
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
こ

と
と
さ
れ
た
。
夜
間
勤
務
終
了

後
は
週
休
日
と
し
て
帰
宅
で
き

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
の
こ
と
は
、
評
協
議
会
を

通
じ
て
、
専
門
職
種
の
課
題
を

継
続
的
に
要
求
し
た
成
果
と
い

え
る
。

宮
古
児
童
相
談
所
に
配
属
さ
れ

た
新
採
用
職
員
を
対
象
に
、
歓

迎
昼
食
会
を
開
催
し
た
。
終
始

女
子
会
の
よ
う
な
雰
囲
気
で
昼

食
会
を
進
め
、
今
年
度
、
宮
古

へ
異
動
し
て
き
た
先
輩
組
合
員

や
２
年
目
の
先
輩
組
合
員
か
ら

自
分
が
加
入
し
た
き
っ
か
け
や

加
入
し
て
か
ら
の
活
動
に
つ
い

て
前
向
き
な
話
を
し
て
い
た
だ

き
、
参
加
者
か
ら
加
入
届
が
提

出
さ
れ
た
。
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４
月
１
日
付
で
昇
給
昇
格
等

発
令
通
知
書
が
総
務
事
務
シ
ス

テ
ム
に
て
発
出
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
通
知
書
に
は
、
昇
給
・
昇

格
の
状
況
、
昨
年
の
人
事
評
価

の
結
果
な
ど
重
要
な
情
報
が
示

さ
れ
て
い
る
。
組
合
員
の
皆
さ

ん
は
ぜ
ひ
確
認
し
よ
う
。

【
昇
給
・
昇
格
は
？
】

　

○
昇
給
の
幅
に
つ
い
て
は
通

常
、
４
号
給
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
現
在
は
、
職
員
の
業
務

遂
行
実
績
を
も
と
に
「
極
め
て

良
好
」「
特
に
良
好
」
と
上
司

が
評
価
し
た
職
員
に
対
し
て
昇

給
幅
を
増
や
す
「
査
定
昇
給
制

度
」
と
な
っ
て
い
る
。

○
昇
格
の
目
安
に
つ
い
て
、
２

０
０
６
年
の
地
域
給
の
導
入
や

査
定
昇
給
制
度
の
導
入
な
ど
に

よ
り
、
標
準
的
な
昇
格
の
目
安

が
な
く
な
っ
た
。
仮
試
算
で
あ

り
公
式
な
見
解
は
な
い
が
、
査

定
昇
給
制
度
の
影
響
等
を
な
く

し
、
一
般
的
に
積
み
上
げ
る
と
、

お
お
む
ね
の
標
準
と
し
て
大
学

卒
業
程
度
の
場
合(

新
卒
者)

は
、

満
10
年
の
経
験
で
主
任（
３
級
）

に
昇
格
す
る
。
ま
た
、
主
査
級

以
上
の
昇
格
は
、
評
価
に
よ
り

異
な
る
状
況
に
あ
る
。

【
人
事
評
価
の
結
果
は
？
】

　

当
該
制
度
は
、「
職
員
の
育

成
」
と
「
業
務
推
進
支
援
」
を

基
本
と
し
、「
職
員
個
人
の
努

力
」
と
「
組
織
目
標
へ
の
貢
献
」

に
着
目
し
、
制
度
の
透
明
性
及

び
職
員
の
納
得
性
を
高
め
て
実

施
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

評
価
の
時
期
は
、
１
月
１
日
を

基
準
日
と
し
て
実
施
し
、
所
属

長
か
ら
各
部
局
長
へ
、
そ
し
て

総
務
部
長
が
部
局
内
の
推
薦
順

位
を
参
考
と
し
な
が
ら
昇
給
加

算
対
象
者
を
決
定
し
、
４
月
１

日
に
発
令
さ
れ
る
。
昇
給
区
分

等
の
欄
に
人
事
評
価
結
果
を
反

映
し
た
昇
給
区
分
が
印
字
さ
れ

て
い
る
。
昨
年
の
人
事
評
価
の

結
果
を
確
認
し
、
透
明
性
、
納

得
性
が
担
保
さ
れ
て
い
る
の
か

確
認
し
よ
う
。

Ａ
：
極
め
て
良
好
（
８
号
給
）

Ｂ
：
特
に
良
好
（
６
号
給
）

Ｃ
：
良
好
（
４
号
給
）

Ｄ
：
や
や
良
好
で
な
い（
２
号
給
）

Ｅ
：
良
好
で
な
い
（
な
し
）

【
勤
務
意
欲
持
て
る
賃
金
改
善
を
】

　

こ
れ
ま
で
の
昇
給
抑
制
を
は

じ
め
と
す
る
賃
金
引
下
げ
に
よ

り
、
中
高
齢
職
員
の
勤
務
意
欲

が
停
滞
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
以
上
の
賃
金
抑
制
を
許
さ

ず
、
勤
務
意
欲
を
維
持
で
き
る

賃
金
改
善
や
、
若
年
層
の
初
任

給
改
善
、
生
涯
賃
金
改
善
の
た

め
の
昇
給
・
昇
格
運
用
の
改
善

の
取
組
を
進
め
て
い
く
。

　

県
職
労
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
新
年
度
に
お
き
ま
し
て

も
ご
指
導
、
ご
支
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
自
民
党
派
閥
の
「
裏

金
」
問
題
は
、
戦
後
最
大
の
疑

獄
事
件
だ
と
思
い
ま
す
。

　

派
閥
よ
り
キ
ッ
ク
バ
ッ
ク
あ

る
い
は
中
抜
け
と
い
う
形
で
受

け
取
っ
た
裏
金
は
、
政
治
資
金

規
正
法
に
違
反
し
て
お
り
、
そ

の
金
が
「
雑
所
得
」
に
該
当
す

れ
ば
脱
税
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

鈴
木
俊
一
財
務
大
臣
（
岩
手

二
区
）
は
、
裏
金
を
受
け
取
っ

た
議
員
の
納
税
に
つ
い
て
、「
議

員
の
判
断
で
」
と
国
会
で
答
弁

し
、
納
税
者
か
ら
厳
し
い
批
判

の
声
が
挙
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
広
瀬
め
ぐ
み
参
議
院

議
員
は
、
週
刊
誌
で
「
不
倫
」

と
「
幽
霊
公
設
秘
書
」
の
問
題

が
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
本

県
初
の
女
性
参
議
院
議
員
に
対

す
る
多
く
の
県
民
の
期
待
を
裏

切
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
は
、
藤
原
崇
衆
議
院

議
員
（
岩
手
三
区
）
は
、
和
歌

山
で
開
催
さ
れ
た
党
県
連
主
催

の
ハ
レ
ン
チ
懇
親
会
に
出
席
し

▲4.12 に小西和子県議（右）と中村雅幸市議（左）と
　行った早朝街宣のようす
▲4.12 に小西和子県議（右）と中村雅幸市議（左）と
　行った早朝街宣のようす

た
責
任
を
取
り
、
党
青
年
局
長

を
辞
職
し
た
ば
か
り
で
な
く
、

裏
金
議
員
の
一
人
で
あ
り
、「
旧

統
一
教
会
」
と
の
関
係
も
指
摘

さ
れ
て
い
ま
し
た
。　

　

こ
の
本
県
選
出
の
あ
き
れ
た

３
人
の
自
民
党
国
会
議
員
に
対

し
、
県
民
よ
り
「
彼
ら
を
選
ん

で
恥
ず
か
し
い
」
と
落
胆
の
声

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
ん
な
体
た
ら
く
の
政
治
家

に
国
政
の
か
じ
取
り
を
任
せ
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
次
の
解
散
総

選
挙
で
は
、
今
度
こ
そ
「
政
権

交
代
」
を
実
現
し
よ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

　

組
合
員
の
皆
様
の
ご
支
援
を

心
よ
り
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「自転車賠償責任補償特約」が付帯できます。
掛金：880円／年   補償：1事故最高１億円

＊団体割引は、車種や補償内容により割引率が異なる場合があり
ます。また、毎年11月時点の実績により変動することがありま
す。
※沖縄は掛金が異なります。

共済って？魅力は？
なんで
組合が？

制度？

労働組合といえば、「賃上げ交渉」と考える人は多い
はず。その目的は、組合員の「自由に使えるお金＝可

処分所得を増やす」こと。
同時に労働組合では、「生活費」や「将来や万一に備えた貯
蓄」など、日々の生活で出ていくお金を減らすことも「可処分
所得を増やす」ことにつながると考え、「じちろう共済」の活
用を提案しています。必要な保障を手ごろな掛金の共済

で用意すれば、資金を有効活用して、生活向上につな
げることができるんです。

例えば、「団体生命共済」は団体扱いの掛金が
適用されています。しかも、加入率が80％以

上になれば、60歳以下の組合員本人の利用条件が緩
和されます。「今まさに入院中」などであっても、健康
状態による新規利用の制限がなくなるのです。

じちろう共済は組合が窓口に
なって手続きできるので
何かあったときも安心!

じちろう共済だからこその、手ごろな掛金が魅力。自
治体職員にとって心強い特約もついています。四輪
自動車だけでなく、二輪自動車、原付自転車の補償も
あり、気軽に利用できます。

在職中に掛金を積み立てて、退職時に退職後の年金
などを選択できます。

死亡・入院・通院・手術はもちろん、がん診断・先
進医療など充実の保障が自慢です。さらに、骨折など
のけがにも備えられます。

共済は、さまざまな災難への経済的負担を保障すること
が目的です。基本的な仕組みは保険と同じですが、その

理念や対象者が異なります。組合員同士でお金を出し合い、何
かあったときにそこから共済金が支払われる。つまり利用するこ
とで、同じ組合員である仲間のことも助けられる制度なのです。
共済は、営利を目的としない
生協が提供する制度です。

組合員だからこそ利用できる各種共済
は、組合員のためにつくられた制度。

だから組合員の生活（職場環境）に寄りそった
保障内容となっています。

知
り
た
い
と
思
っ
た

そ
こ
の
あ
な
た
！

私
が
解
説
し
ま
す
！

ここで紹介したじちろう共済の各制度について、詳しくはパンフレットをご覧ください。

※一部制度を除きます。

※こくみん共済 coop 自治労共済推進本部資料より引用

1

ココ
が安心!

2

ココ
が安心!

例 原付自転車の基本補償
例 医療保障（入院日額10,000円・

通院日額5,000円）の場合

※補償内容や特約付帯などの条件設定により異なります。

※積立年数が5年未満のときは、積立金が払込掛金累計額を下回ります。
※作成日現在の予定利率等にもとづき試算されたものです。
　なお、将来の支払額を約束するものではありません。

「対人・対物・無共済車傷害：無制限
自損事故傷害特約：1,500万円」の場合

四輪契約に原付契約を付帯すれば
同内容で掛金 4,680円／年

掛金：9,850円／年

サッカーで腕を骨折し、
通院4日、固定具を28日
（通院日を含む）装着

固定具装着期間を通院日とみなす
取り扱いに適合すると、
不慮の事故による5日以上の通院となり、

※保険とは法的に別体系のため、
　用いられる用語が違います。
　　  保険料→掛　金
　　 保険金→共済金
例

通院日額5,000円×28日
＝140,000円

在職中の積立金額例表（月払掛金：1口3,000円あたり）

5年
10年
20年
30年
40年

180,000円
360,000円
720,000円
1,080,000円
1,440,000円

180,700円
372,000円
789,100円
1,256,700円
1,781,000円

積立年数 払込掛金累計 積立金

掛金はチェックオフ
（給与から天引き）※

　　　年　　月作成

自治労共済推進本部は
「7才の交通安全プロジェクト」
に取り組んでいます。

 【保障提供元：こくみん共済 coop】

自転車に乗る方には…

坂が緩やか＝
積み立て負担が軽い

加入!
コ
ツ
コ
ツ

が
ん
ば
る
ぞ
ー

ゆ
っく
り
ゆ
っ
く
り

退職後・老後
（目標額）

♪
〜

退
職
な
ん
て

ま
だ
先
だ
し…

そ
ろ
そ
ろ

積
み
立
て
て…

ア
レ
ッ
!?

よ
い
し
ょ

　
よ
い
し
ょ

未加入

坂が急＝
積み立て負担が重い

退職後・老後
（目標額）

「自転車賠償責任補償特約」が付帯できます。
掛金：880円／年   補償：1事故最高１億円

適切な人員配置のため…

　適切な人員配置は、職員が安心し働き続けるために最も
重要です。
　来年度の人員要求に早期に取り組むため、分会集会の開
催と併せて、分会基礎調査へのご協力をお願いします。

－提出は支部書記局へ－

■基準日：２０２４年５月１日（水）
■集約日：２０２４年６月17日（月）

「分会基礎調査」にご協力を‼「分会基礎調査」にご協力を‼

昇
給
昇
格
等
発
令
通
知
書

昇
給
昇
格
等
発
令
通
知
書
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

〜
お
給
料
の
大
事
な
情
報
で
す
〜

今
度
こ
そ「
政
権
交
代
」を

野
中
や
す
し

　
　
　

 　
議
会
報
告


